
図５ 登熟歩合と胴割粒発生率の関係 

図２ 稈長と倒伏程度の関係 

図１ 節間伸長期の日射量と稈長の関係 
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図３ 第４、５節の長さと稈長の関係 

（令和３年度実用化技術 手引き） 

コシヒカリの穂ばらみ期前後の倒伏診断 
 

１ はじめに 

 本県の主力品種であるコシヒカリは倒伏しやすく、こ

れまでも幼穂形成期の倒伏診断によって穂肥の加減や

倒伏軽減剤の散布により倒伏対策を行ってきました。一

方、施肥については基肥一括肥料の普及により、穂肥を

施用することはほとんどなくなり、穂肥の加減による倒

伏対策ができなくなりました。コシヒカリは稈長が長く

なると倒伏しやすく、稈長は節間伸長期（幼穂形成期か

ら出穂期）の天候の影響を強く受ける（図１）ため、幼

穂形成期時点の倒伏診断では稈長の長さを予測するに

は不十分です。そこで、穂ばらみ期前後（出穂５～１４

日前）に診断することで、今まで以上の精度で倒伏診断

し、その対策をとることができます。 

 

２ 技術内容 

 コシヒカリは穂が重たく、稈長が長いと倒伏します（図２）。穂の重さは出穂期以降の天

候によって変わるため、穂が重いと仮定し、収量や品質に大きく影響しない倒伏程度３以

下とするためには稈長を８７ｃｍまでにする必要があります。一方、第４、５節の長さと

稈長は相関性が高いので、第４節が伸び切った穂ばらみ期前後（出穂５～１４日前、幼穂

長で５～１７ｃｍ）に、この長さを測り、長さが１４ｃｍ以上であれば、倒伏軽減剤を散

布することで、大きな倒伏を避けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 技術の効果コスト 

 重大な倒伏を避けることができるので、登熟向上による収量や品質向上が期待できます。

y = -1.0618x + 107.42
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また、収穫ロスや作業性の向上つながります。 

 

[その他] 
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